
１．運営事例とは

改善した内容を主にまとめた事例（改善事例）と異なり、
ＱＣサークルの運営を通じて人・サークルがどう成長したかを
主にまとめた事例 （運営事例＝サークルリーダーの事例）

1～３年程度の期間で
サークルがどう成長したか、そのためにどんな運営の工夫をして

障害を乗り越え、PDCAをまわし活性してきたかを

改善事例（１～２事例程度）を交えて発表する

自分達を取り巻く環境をよく認識した上で、自分達のサークル活動が

どうあるべきか、どうありたいかを明確にして、それに向かって

運営の工夫をし、仕組みにしてＰＤＣＡを回して行く。

ストーリー

２．サークル運営とは

テーマ解決活動

・コミュニケーション
（派遣、外国人含む）

・レクレーション

明るく楽しい
職場つくり

・人間関係

・チームワーク

・QCの勉強

・仕事をうまく
進めるための勉強

・問題解決の勉強

個人能力と
チーム力UP

・技能育成＆伝承

・サークル会合

・他部署協力

・活動時間

・改善活動

活動の工夫

・人材活用

・会社・上司からの期待

・メンバーからの期待

モチベーション
UP

・発表会
・やりがい
・達成感

推進者
支援者

期待

支援

評価

サークルリーダー

より良い

に向け

３．運営事例取組みと発表の意義

１）必要性（メリット）

個別の改善事例を比較するだけでわからなかった成長が、運営事例
に取り組む事で明確になり、自分達のサークルがどう有るべきか見
直す機会となる。

ステップアップの節目
やるべき事
の明確化

水平展開する機会

自サークルの強み
弱みが明確になる

発表によりリーダーは育つ！

・認められ評価されモチベーションが向上

・自己の成長

☆リーダーにとって

・明るく活き活きした職場つくり

・会社職場全体の改善活動の活性化

・将来、職場を背負うリーダーの育成

☆会社・職場にとって
企業業績に貢献

現場力の向上

運営事例まとめは職場
活性化の一つの手段！

２）運営事例聴講により得られるもの

☆リーダー
・サークル運営のノウハウ
・リーダーシップのとり方
・リーダーとしての役割認識 他

より良いテーマ改善活動を進めるために
サークルとして行うべき事が解る。

・将来自分がリーダーになったらやるべきこと、将来の目標
・メンバーシップ
・レベルの高い活動が出来た背景を知る 他

☆メンバー

☆推進者 ・よりレベルの高い改善活動をするためのノウハウ

・ＱＣサークル活動の活性化に必要な事

・他社・他部署の推進者の取り組み

・推進者のサークルへの関わり方

・職場マネージメントにおけるＱＣサークル活動の役割 他

聴講により得られるものは大きい！

４．優秀なサークルリーダーが職場にもたらすもの

優秀なサークルリーダーを育成することは
将来の職場の核となる人を育てること

環境変化に対応できる強靭な職場力つくり ・ 活性化・職場力

・やらされ感の払拭

・より高い目標にチャレンジ

３）モチベーション向上
１）改善活動に積極的に

取り組む風土が出来る

・改善提案

・創意工夫

・技能伝承

・仕事に関する知識

・新しい技術・技能

２）自ら勉強し能力を高め
ようとする姿勢 ４）より良い人間関係つくり

・上司部下の信頼関係

・職場のコミュニケーション

・チームワーク

５．サークル運営に対する推進者（支援者）の役割

評価 ・成果を報告する場つくり

・レベル把握ツール活用

・改善活動状況、成果の評価と支援状況の自己評価

・サークル活動の方向性やリーダーへの役割・期待を示す

・会社方針。職場方針を明確にして全員に周知徹底する

・リーダーの選任（育成が基本、テーマ重視もあり）へ関与

期待

・活動内容 （Ｑ、Ｃ、Ｄ、Ｓ、Ｍ、Ｅ ）

サークルの成長、活性化には推進者（支援者）の関与が重要

・ＱＣの考え方や手法を正しく理解し自ら指導する。

・活動に常に関心を持ち活動や発表資料作成などの指導を行う

・サークル活動がしやすい環境つくり（時間、場所、情報）

支援

・固有技術、ＱＣ手法、問題解決の手順等の指導・支援

６．運営事例発表への道すじ
選抜大会への足がかり

■良い改善活動には必ずリーダーの努力、工夫がある、これを報告しよう！

（新しい技術や仕事の勉強 アイデア発掘 他部署との連携 などなど）

まずは運営事例に挑戦しよう！

・改善事例のテーマに運営関連のサブテーマを入れると良い

・サークルのレベルを把握をして弱み強みを評価しておくと良い。

２）サークルの過去の運営関係の課題・問題をまとめる

１）優秀サークル選出 （がんばっているサークルにスポットを当てる）

発表までのステップ

３）テーマ解決活動と運営の課題・問題の取り組みを関連付けまとめる

・改善効果を出すのに役立った運営の取り組み（工夫点）

４）テーマ改善活動の成果と運営取り組みの成果をまとめる

・レベル把握をしてサークルやメンバーの成長を評価しておく

・運営改善に至ったプロセス、がんばり、苦労などまとめておく

QCサークル東海支部静岡地区

ＱＣサークルさつき大会



７．発表（活動）の基本プロセス

区分 基本的な発表手順 具体的内容 留意点

１．会社紹介 ・会社、製品の紹介をする。

２．職場及びサークル
紹介

・職場（業務内容）及びサークルの構成、経緯等に
ついて述べる

３．現状把握 ・現状でのサークルの状態（強み・弱み等）或いは ・方策に結びつく分析（レベル把握等）、

環境変化による課題等について述べる ・会社、職場方針等が把握されている

４．サークル活動
推進計画

・現状把握を踏まえ、サークルとして成長するための ・現状把握に基づくこと
活動方針、活動目標、具体的方策、推進日程、 ・方策の抽出、適切さ
役割等について述べる ・役割分担

・上司、他部門との連携等の工夫

５．具体的取り組み ・方策の具体的な取り組み内容について述べる ・目標達成に向けたPDCA

事例 ６．改善事例
・代表する改善事例を述べる ・運営での取り組み内容を出来るだけ

事例の中に織り込む

＊問題解決の手順、課題達成の手順に従う

７．成果 ・推進計画に対する成果を述べる
・活動目標の結果

人の成長、企業貢献、職場活性化
ﾉｳﾊｳの蓄積等

・方策の実施状況

８．反省と今後の
進め方

・この期間のサークル活動を振り返り、良かった点

改善すべき点と今後の進め方について述べる

運営

運営
サークルの強み弱みがどうなったか
成長がどうなったか

・サークルにかけるリーダーの意欲
信念を表明する

サークルの運営もＰＤＣＡをまわし進めよう！

８． 運営事例をまとめるポイント

1)振り返る期間を決める
現在のメンバーになってからの時期を整理する
（3年以内）

2) 決定した期間の改善事例を整理する

これこそ自信作という事例を1件～2件程度を選ぶ

3)リーダーを中心としてメンバーの成長を整理する
改善手法、解析手法、アイデア出し、固有技術、精神的な面 等

4)サークルとしての成長を整理する
テーマ完了件数、改善提案件数、表彰暦など自分達の評価尺度
を考え整理する

5)アピールポイント（光もの＝工夫）を整理する

サークル内の教育方法 会合の開き方 他部署との連携など

他サークルの参考になる物をアピールする

９．アピールポイント（光もの=工夫）

サークル運営の仕掛けが、目新しいもので、他サークル
にこれはと自慢したいもの。

すでに一般化しているもの
テーマバンク、ステップリーダー制など。

過去の東海支部選抜大会の例（キーワード）

・からくり道場

技能伝承・技能向上の工夫 コミュニケーション向上
の工夫

活動の工夫

・工程別不良モード表

・実習ノート

・とことんチャレンジ

・標準化記録ノート

・アンテナ作戦

・滴ノート

・こだわり活動

・「すご腕」データー化

配点
１０． 運営事例の評価項目（QCｻｰｸﾙ東海支部）

運
営
の
工
夫

４０点
1．基本理念の実現

・リーダーとメンバーの成長が感じられるか （１０）

・環境変化に柔軟に対応しているか ・職場への貢献が明確か

2．継続活動への
新しい工夫

・リーダーが明確な目標・信念を持って進めているか

・サークル運営に新しい工夫・アイデアを 取り入れているか

（１０）

（１０）

（１０）

改
善
の
工
夫

3．取り上げた
テーマ

・環境変化に対応した適切なテーマを選び期待した成果が
得られているか

4．問題解決
課題達成の
プロセス

・理論的・科学的に進められているか

・現地現物、適切な手法の正しい活用、 原因究明の明確さと
再発防止の的確さ等

5．技術の新規性
確かさ

・設備（道具）、管理条件及び手順に新しい考えが導入
されているか

6．標準化と管理
の定着 ・標準類の見直し、改定に結びついているか・再発防止は的確か

（１０）

（１０）

（１０）

（１０）

４０点

7．発表方法 ・発表への努力、ひたむきさを感じられるか、芝居性を感じたら減点

8．判り易さ
・聴く人へ判り易く伝える努力をしているか、さわやかな発表で

好感を持てるか
（１０）

（１０）
発
表

２０点

すばらしい活動をしているサークルには、すばらし
いリーダーが存在します。すばらしいリーダーを育
てるには運営事例発表が非常に有効です。管理監
督者・推進者の皆様はＱＣサークル活動を職場マ
ネージメントそのものと位置付け、運営事例発表を
リーダーの育成の場として活用し人材育成や職場
の活性化に役立てていただきたいと思います。

最後に！

ＱＣサークル静岡地区



（2/4)
3 1 3 4 ー 0 1

・サークルおよび職場のニーズに基づいており、悪さや

取り上げた理由 ・関連部門の配慮がされているか。

・「どう悪いのか」がデータ等で客観的に示されているか。

・目標（何を、どれだけ、いつまでに）を決めるまでのプロ

・目標値が数値化されているか。

・絞り込んだ現象が「なぜ悪いのか」についてその要因が

　究明しているか。

・究明した真の原因と対策は、結び付いているか。
・適切な対策を選定しているか。

・立てた目標と効果の結びつきは明確にされているか。

・効果が確実に維持できるための標準化（仕組み、やり方）
　７．標準化と管理の 　が行われているか。

　れているか。 （教育・訓練と維持確認）

　８．反省と今後の ・問題意識を持って反省しているか。

・全員参加で役割分担して取り組んだか。

・テーマを解決するための苦労とそれを乗り越える努力と

・要領を得たわかりやすい発表であったか。

合　　　計　　　得　　　点 ２０点～１００点

順　　　　　　　　　　　　位

8 10
　工夫の跡がみられるか。

　１１．発表方法
2 4 6 10

・ＱＣ手法を正しく活用した説明であったか。

　１０．運営の工夫②
2 4 6

8

　 対応 ・反省を今後の活動に活かそうとしているか。

　９．運営の工夫①
2

・計画通りでスピーディな活動であったか。
8 10

・標準化の内容が周知徹底され、定着していることが示さ

1 2 3 4 5

4 6

10

　　  実施 ・実施計画をつくり、役割分担で改善が進められているか。

　６．効果の確認 1
・波及効果・無形効果を把握しているか。

8

2 3 4

2 4 6

6 9

5

12 156 9

12 15
　４．要因の解析 　十分に洗い出され、かつ、データで検証し、真の原因を

　５．対策の検討と 3

3

 　２．現状の把握 ・悪さが浮きぼりにされているか。

5
　 ３．目標の設定 　セスと根拠が明確か。

1 2

サークル

1 2 3 4 5

サークル サークル サークル サークル サークル サークル

　 定着

問題解決型用体験談発表評価リスト

評価項目 評価のポイント（着眼点） 配　　　点
サークル サークル

　１．テーマ（問題）と 　　 困り具合が明確になっているか。

2 4

3 4

6 8 10



（3/4)
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・サークルおよび職場のニーズに基づいており、課題達成

　 取り上げた理由 ・関連部門の配慮がされているか。

・現状レベルと要望レベルおよびそのギャップが客観的に

・ギャップを埋める攻め所は明確にされているか。

・目標（何を、どれだけ、いつまでに）を決めるまでのプロ

・目標値が数値化されているか。

・方策案（アイデア）を十分出しきっているか。

　し、選び出しているか。

・効果の高いと思われる方策を実現性や経済性等で評価
　して、具体的なシナリオを選定しているか。

　しているか。

・立てた目標と効果の結びつきは明確にされているか。

・効果が確実に維持できるための標準化（仕組み、やり方）
　７．標準化と管理の 　が行われているか。

　れているか。

　８．反省と今後の ・問題意識を持って反省しているか。

・全員参加で役割分担して取り組んだか。

・テーマを解決するための苦労とそれを乗り越える努力と

・要領を得たわかりやすい発表であったか。

合　　　計　　　得　　　点 ２０点～１００点

順　　　　　　　　　　　　位

8 10
　工夫の跡がみられるか。

　１１．発表方法
2 4 6 10

・ＱＣ手法を正しく活用した説明であったか。

　１０．運営の工夫②
2 4 6

8

　 対応 ・反省を今後の活動に活かそうとしているか。

　９．運営の工夫①
2

・計画通りでスピーディな活動であったか。
8 10

・標準化の内容が周知徹底され、定着していることが示さ

1 2 3 4 5

4 6

10

　 追究と実施 ・実施上の悪影響や副作用を予測し、事前防止策を検討

　６．効果の確認
1

・波及効果・無形効果を把握しているか。

8

2 3 4

2 4 6

4 6

5

12 156 9

8 10
　４．方策の立案 ・実現性にとらわれず、効果のあると思われるものを評価

　５．成功シナリオの 3

2

　２．攻め所の明確化 　に把握されているか。

5
　３．目標の設定 　セスと根拠が明確か。

1 2

サークル

1 2 3 4 5

サークル サークル サークル サークル サークル サークル

　 定着

課題達成型用体験談発表評価リスト

評価項目 評価のポイント（着眼点） 配　　　点
サークル サークル

　１．テーマ（課題）と 　の必要性が明確になっているか。

3 6

3 4

9 12 15



（3/5)
3 1 3 4 ー 0 1

・サークルおよび職場のニーズに基づいており、悪さや

取り上げた理由 ・関連部門の配慮がされているか。

・至急取り組まなければならない理由が明確か。

・「どう悪いのか」がデータ等で客観的に示されているか。
・悪さが浮きぼりにされ対策のねらい所の切り口を

・目標（何を、どれだけ、いつまでに）を決めるまでのプロ

・目標値が数値化されているか。

・対策のねらい所に対し対策は、結び付いているか。
・適切な対策を選定しているか。

・立てた目標と効果の結びつきは明確にされているか。

・効果が確実に維持できるための標準化（仕組み、やり方）
　６．標準化と管理 　が行われているか。

　　の定着
　れているか。 （教育・訓練と維持確認）

　７．反省と今後の ・問題意識を持って反省しているか。

・全員参加で役割分担して取り組んだか。

・テーマを解決するための苦労とそれを乗り越える努力と

・要領を得たわかりやすい発表であったか。

8

・計画通りでスピーディな活動であったか。

　工夫の跡がみられるか。

合　　　計　　　得　　　点 20点～100点

8 10

　９．運営の工夫②
2 4 6 10

順　　　　　　　　　　　　位

　１０．発表方法
2 4 6

・ＱＣ手法を正しく活用した説明であったか。

管理の定着 ・標準化の内容が周知徹底され、定着していることが示さ

1 2 3 4 5
　 対応 ・反省を今後の活動に活かそうとしているか。

　８．運営の工夫①
2 4 6 8 10

2 4 6 8 10

20
　　  実施 ・実施計画をつくり、役割分担で改善が進められているか。

　５．効果の確認 1 2 3 4 5
・波及効果・無形効果を把握しているか。

　４．対策の検討と 4 8 12 16

3 4 5
　 ３．目標の設定 　セスと根拠が明確か。

　つかんでいるか。
　　　対策のねらい所

・対策のねらい所が決められ、本当に目標を達成できるか。

1 2

 　２．現状の把握と　　 4 8 12 16 20

　１．テーマ（問題）と 　　 困り具合が明確になっているか。

サークル

1 2 3 4 5

サークル サークル サークル サークル サークル サークル

施策実行型用体験談発表評価リスト

評価項目 評価のポイント（着眼点） 配　　　点
サークル サークル



（4/5)
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・顧客のニーズや職場の方針に基づいており、将来の想定

取り上げた理由 ・リスクアセスメント（影響度、波及性等の評点）がされているか

・「どう悪いのか」がデータ等で客観的に示されているか。

・目標（何を、どれだけ、いつまでに）を決めるまでのプロ

・目標値が数値化されているか。

・過去のトラブルの原因となった失敗が整理されているか

・失敗の危険優先度により対策の必要性を明確にしているか

・発見した活動機会と対策は、結び付いているか。
・適切な対策を選定しているか。

・立てた目標と効果の結びつきは明確にされているか。

・効果が確実に維持できるための標準化（仕組み、やり方）
　７．標準化と管理 　が行われているか。

　　の定着
　れているか。 （教育・訓練と維持確認）

　８．反省と今後の ・問題意識を持って反省しているか。

・全員参加で役割分担して取り組んだか。

・テーマを解決するための苦労とそれを乗り越える努力と

・要領を得たわかりやすい発表であったか。

8

・計画通りでスピーディな活動であったか。

　工夫の跡がみられるか。

合　　　計　　　得　　　点 ２０点～１００点

8 10

　１０．運営の工夫②
2 4 6 10

順　　　　　　　　　　　　位

　１１．発表方法
2 4 6

・ＱＣ手法を正しく活用した説明であったか。

管理の定着 ・標準化の内容が周知徹底され、定着していることが示さ

1 2 3 4 5
　 対応 ・反省を今後の活動に活かそうとしているか。

　９．運営の工夫①
2 4 6 8 10

3 4 5
・波及効果・無形効果を把握しているか。

2 4 6 8 10

　　　水平展開 ・実施計画をつくり、役割分担で改善が進められているか。

　６．効果の確認 1 2

12 15
　４．活動機会の発見 ・プロセスを見える化し、起こりそうな失敗を洗い出しているか

　５．対策の共有と 3 6 9 12 15

　 ３．目標の設定 　セスと根拠が明確か。

3 6 9

8 10
 　２．現状の把握 ・悪さが浮きぼりにされているか。

1 2 3 4 5

　１．テーマ（問題）と 　　 される問題・課題を取り上げているか

2 4 6

サークル

1 2 3 4 5

サークル サークル サークル サークル サークル サークル

未然防止型用体験談発表評価リスト

評価項目 評価のポイント（着眼点） 配　　　点
サークル サークル



審査員氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選抜大会（運営事例）体験談発表評価リスト 年　　月　　日

評価項目・着眼点 サークル サークル サークル サークル

《４０点》 （配点）
①社会、会社及び職場環境への適応 １．基本理念の実現　《２０点》
　・メンバー構成変化、技術的対応など問題点は明確か 　●個の成長 （１０点）
②リーダーシップ 　　　リーダーとメンバーの成長が感じられるか
　・サークルの現状の正確な把握（問題点の明確化） 　●変化に強い活力ある職場 （５点）
　・明確なビジョンと実現のための計画性 　　　環境変化に柔軟に対応しているか
　・メンバーへの気配り（サークルの基本に基づく指導）
　・職制やスタッフ、関係部署との連携 　●企業への貢献 （５点）
③継続的な活動のための新しい工夫 　　　職場への貢献度が明確か
④サークルとして自主的なＰＤＣＡ
⑤メンバーの成長感、達成感、満足感を引き出す工夫 ２．継続活動への新しい工夫　《２０点》
　・挑戦する場の設定 　●リーダーシップ （１０点）
　・全員の役割分担と総合力の発揮 　　　リーダーが明確な目標・信念を持って
　・自己啓発と相互啓発の努力 　　　進めているか
⑥活動成果の把握 　●新しい工夫 （１０点）
　・個人の成長、明るい職場、会社への貢献 　　　サークル運営に新しい工夫・アイデアを
　・ＱＣサークルとしての自主的目標の達成状況 　　　取り入れているか
　・品質意識、問題意識、改善意識の向上

《４０点》
・問題解決、課題達成のプロセスは論理的・科学的か ●取上げたテーマ （１０点）
・やりがいのあるテーマ選定 　　環境変化等に対応した適切なテーマを
・事実、データに基づく展開 　　選び、期待した成果が得ているか
・適切な手法の正しい活用 ●問題解決・課題達成のプロセス （１０点）
・適切な目標設定 　　論理的・科学的に進められているか
・原因究明と対策との関連の明確な表現 　　（現地現物、適切な手法の正しい活用、
・新分野も含め幅広い固有技術及び新スキルの活用 　原因究明の明確さと再発防止の的確さ等）
・改善での技術の確かさ ●技術の新規性・確かさ （１０点）
・標準化と管理の定着は的確か 　　設備（道具）、管理条件および手順に

　　新しい考え方が導入されているか
●標準化と管理の定着化 （１０点）
　・標準類の見直し、改訂に結びついているか
　・再発防止が的確か

《２０点》　　　（表現力）
・ひたむきさ、一生懸命さ、さわやかさ １．発表方法 （１０点）
・発表者の熱意、自信、満足 　　・発表への努力、ひたむきさを感じられるか
・聞く人の判り易さの工夫と努力（専門用語など） 　　・芝居性を感じたら減点
・大声、ムダな掛け合い、合唱は評価しない ２．判り易さ （１０点）
・浪花節調、お涙頂戴、学芸会は評価しない 　　・聴く人へ判り易く伝える努力をしているか

　　・さわやかな発表で好感を持てるか

【
発
表
の
方
法

】

合計

【
改
善
の
工
夫

】

評価基準の考え方

【
運
営
の
工
夫

】




